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 ７月１７日（木）・１９（土）  移動例会報告 

会 報 

つくば学園ロータリークラブ    

  

 

 石川直前会長・大野直前幹事 慰労会 

It is the 23rd year since 1986 

７月１７日（木）午後７時より「石川直前会長・大野直前幹事の慰労会」が夜の

移動例会として土浦市の「料亭 霞月楼」様において行われました。 

直前会長・幹事、理事、役員、各委員長をはじめそれらを支えてきたクラブ員全

員の１年間の労をねぎらうために、当日はクラブ会員４６名の出席をみました。 

ＳＡＡ皆葉会員、田口会員による開会宣言の後、上野会長、齊藤幹事からのあい

さつがあり、会長としての大役を終え、充足感あふれる石川直前会長からのお礼

の言葉に続きました。 

このあとからは親睦委員会に進行がバトンタッチされ、増山前々会長の乾杯の音

頭で慰労会が始まり、石川直前会長、大野直前幹事に対しては出席会員からの惜

しみない拍手が大広間に鳴り響きました。 

「料亭 霞月楼」様の美味しい料理と、これまた我々の地元つくばが誇るおいし

いお酒、浦里酒造の「霧筑波」を味わいながら、会が進行するにつれ語らいの輪

がそこかしこにでき始めました。 

当日は夜になってもなおむし暑い天候でしたが、出席者の熱い思いがさらに会場

をヒートアップさせ、ほんとうに熱気溢れる盛大な慰労会となりました。 

TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I. 

SAA田口・皆葉会員 上野会長・齊藤幹事の挨拶 石川直前会長からのお礼 

増山前々会長の音頭で盛大にカンパイ！ 小城親睦委員長が進行 
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 石川直前会長・大野直前幹事 慰労会 

TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I. 

石川直前会長・大野直前幹事に記念品として見事な 

「ラン」の鉢植えがプレゼントされました。 

記念バッチを贈呈しました。 

手前から増山・川崎・佐藤会員 綿引・下村会員 

井田・塚原会員 飯田・磯山・大木会員 

染谷・高橋・堀越会員 堀越・菅原・中山会員 タバコを離せない古本・鈴木会員 増田・青山・塚越会員 

事務局の服部さん 笑顔あふれる宮川会員 篠田・大友・増山弘会員 浦里・路川・篠田会員 

小須田・小堀・鬼沢会員 田上・塚田・岡添会員 

それでは、 

会場をのぞいて      

みましょう 



 ０７～０８年度 １００％出席会員表彰 

2008-09 Vol. 03-04 TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I. 

１００％出席表彰会員 

当日は、この慰労会席上で、07~08年度100％出席会員19名の表彰式が行わ

れました。 

ロータリアンの基本中の基本といえる例会出席への姿勢と、日ごろのたゆ

まぬ努力が称えられ、浦里出席委員長より表彰会員それぞれに記念品が贈

呈されました。 

それにしても、休まず出席した会員が19名もいるのか、19名しかいないの

か、いったいどちらなんでしょうか？ 

さて、今年度は100％出席会員がこれより増えるのか？減ってしまうのか？ 

みなさん、100％出席を目指して頑張りましょう！ 

 石川直前会長・大野直前幹事 慰労会 
ふたたび慰労会の様子をお伝えすることにいたします。大野直前幹事が浴衣の帯を締め直して（手伝ってもらって）登場。 

新入会員の青山会員・大木会員には、大きな杯になみなみと日本酒をそそいで入会を祝いました。 

その後は、石川直前会長と大野直前幹事にも美酒がふるまわれましたが、大野前幹事は自分からもすすんで飲んでいました。

勧め上手な磯山会員が上野会長にもお酌します。 

と、目を離したそのあいだに大野前幹事は太鼓で盛り上げていた飯田会員にスリーパーホールド。 

手拍子と威勢の良い掛け声で鼓舞するのは、おなじみの堀越会員です。セイヤ！ 

              

 

 ●安藤栄敏    ●染谷洪一 

 ●五十嵐幸裕   ●塚原英夫 

 ●石川英昭    ●東郷治久 

 ●上野 修    ●中村義雄 

 ●大野治夫    ●野堀喜作 

 ●齊藤修一    ●古本捷治 

 ●佐藤裕光    ●増山 栄 

 ●篠田敏夫    ●増山 弘 

 ●下村 正    ●皆葉真治 

 ●菅原 俊 
           （敬称略） 
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 石川直前会長・大野直前幹事 慰労会 

飲んだどォ！ 飲まされているのではなく、

自分から飲んでいるんです。 

目つぶし攻撃に耐える菅原会員 オンブされて登場する     

大野直前幹事。 

吉岡パストガバナーと堀越会員 東郷副会長・下村 

社会奉仕委員長 

高野・田上・増山会員 小堀会員・鬼沢会員 

飲んでます。 上げ足を取られてます。 何やら集まってます。 笑顔が素敵です。 

女性に注がれるとつい飲んじゃいませんか？ よくあるピースのポーズ 
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そしてお開き！ 司会進行お疲れ様でした。 話の輪が散在 
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 納涼会・国際交流パーティ 

TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I. 

７月１９日（土）に、ゆかりの森において納涼会・国際交流パーティが催さ

れました。当クラブの親睦活動、国際奉仕、社会奉仕の各委員とそれらをサ

ポートしたクラブ会員各位が一丸となって楽しいイベントとなるよう、アロ

ハシャツを着て頑張りました。 

世界17カ国からのＪＩＣＡ研修生33名、ボーイスカウト筑波第３団がカブ・

ビーバー隊と合わせて12名、一般近隣住民の方々、会員家族など総勢100名

近くの老若男女が参加してくださいました。 

最初に上野会長と野堀会員から、我々つくば学園ロータリークラブが5年かけ

て丹精している「ゆかりの森」について参加者に説明がありました。 

その後は全員で森に入り、少し時期が遅くなってしまった「ゆりの花」を観

賞し、副え木を立て直したり追加するなど「ゆり」の手入れを行いました。 

ＪＩＣＡ研修生には通訳の方が説明をして下さいました。 

この日はこれ以上にないほどの好天に恵まれました。森の中もグングン気温があが

り、参加者は大汗をかきながら慣れない作業をこなしました。作業を進めるにつれ

だんだんとＪＩＣＡ研修生のみなさんたちの緊張も解けていきました。 

やがてとても自然に和やかな雰囲気が「ゆかりの森」に広がっていきました。 

やっぱり森っていいね！子供ってスゴイね！私たちにとって大事なんだね！ 

ちょっと緊張気味の研修生のみなさん 

通訳さんからの話を真剣に聞く研修生 これが自慢のゆりです。 副え木を立て直しました。 

「ゆり」をいっそう引き立てる増田会員と大野会員 何故か研修生に人気のボーイスカウト君たち 

写真左より ①上野会長の語る里山への熱い言葉を、懸命に通訳して的確に伝えております。 

      ②ご紹介します。「ユリ」さんです。ゆかりの森で咲いています。 

      ③ご紹介します。「ゴリ」さんです。あ、いや大変失礼しました野堀さんです。 

      ④ＪＩＣＡ研修生もデジカメ片手に「ゆかりの森」に関心を持ってくれました。 

① ② ③ ④ 
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TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I. 

写真上⑤～⑧はＪＩＣA研修生の自己紹介風景です。お名前 

難しくて覚えられませんでした。とても日本語が上手な方も

いましたね。 

中段写真⑨はお琴の３重奏、⑩⑪はハワイアンバンドの演奏

とフラダンス、⑫ボーイスカウト筑波第３団八城団長のマラ

カス伴奏。 

下段写真⑬～⑯は会場内各所で国際交流する当クラブの会員

です。⑰は「琴の音色に引き寄せられた」鈴木会員です。 

⑱盛大な拍手を送る塚田、綿引、井田、大野、小城会員。 

ブラジルの方が作る豪快なシュラ

スコ料理、バーベキュー、メキシ

コのタコス、中山会員と敬子奥様

が中心となって打っていただいた

本格手打ちそばなどを味わいまし

た。ほんとおいしかった！ 

マジでまた食べたい！ 

ありがとうございました。 おいしそうでしょ？ 中山敬子奥様と服部さんがフランスパンを切ってます。 

中山蕎麦店のご为人(?)と青山会員 こちらも大繁盛のかき氷 タコスカーが目を引く きれいに丁寧に 

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

⑬ 

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

⑭ ⑮ ⑯ 

⑰ ⑱ 
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 納涼会・国際交流パーティ 

TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I. 

テント張り御苦労さま！ 冷たい飲み物を準備！ まずは冷え具合をチェック！ タコスも試食！ 

増山会員観察 ①かき氷！    ②手打ち蕎麦！     ③ゴミ片付け、エライ！ 国際奉仕・親睦両委員長と通訳氏 

暑いですから、無理しないでくださいね！ 服部さん、皆葉さん御苦労さま！ さ、も少し働こか！ 

ボーイスカウトの皆さんが企画してくれたジャンケンでおもちゃのお金（紙幣）を集めていく 

このゲーム。予想に反して異様な盛り上がりでした。 

始めはジャンケンがわからない方もいましたが、気持ちは伝わるものなんですね！左上の写真 

を見てください、安藤会員（体型的にも研修生に見えますが）が身振り手振りでジャンケンを

教えています！ そういえばスリランカから来た某研修生は、このお金でクルマと家を買うっ

ていって張り切っていたけど、どうしたかなあ。（安藤会員：談） 
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 納涼会・国際交流パーティ 
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みんなが、お互いに緊張と丌安を感じていた。 

この日のために、この数時間だけのために企画

構成を考えた、準備に汗を流した人々がいた。 

天気を心配した、やっかいなテント張り、仕込

みが大変なそば打ち、暑い中での会場設営、あ

ちこちへの買出し、いろんな所への交渉、打ち

合わせ、ゴミの持ち帰り、手伝いの確保などな

ど、あまりにも盛りだくさん。みんなの協力な

しではできないイベント。よその国から来たお

客様たちをおもてなしするために、ボーイスカ

ウトの子供たちやお母さんたち、アロハシャツ

を着たロータリアンたち、地域の人たちが汗を

流してひとつになった。つくばの里山に集まっ

て、ユリの花を観てきれいだと思ってくれた。 

朝は静けさにつつまれていた「ゆかりの森」が

午後には笑い声や歌声でいっぱいになった。 

心のこもった料理、お琴、ハワイアン、フラダ

ンスを楽しんだ。 

最後は全員で記念写真を撮影して 

楽しい思い出を刻みました。 

ありがとう、みんな！ 

 みなさんの顔が赤いのは日に焼けたからですよね？ 

よその国からのお客様たちも、お返しに自分の国

の言葉で歌を披露してくれた。 

言葉が判らない、意味も判らない。でもいろいろ

な国の曲が聴けた。歌声が聴けた。 

子供たちが外国の方々を間近でみて、目をまん丸

にしていたのを思い出す。怖かったのかな？ 

でもみんなおいしいものが好き、子供が好き、歌

が好き、踊りが好き。ビールもスキ！ 

暑かったけど楽しんでもらえたという確かな手ご

たえが達成感と充実感に繋がって気持よかった。 

目に汗が入ったからかな？少しだけ涙が出た。 

稲葉委員長による英語 

でのスピーチ 
ＪＩＣＡ研修生代表から 

お礼のスピーチ 
メタボとコレステロール、共通

の話題で盛り上がった方々です 

川崎副会長にゴミをお願い 

して申し訳ございません！ 

儲かった人は笑顔 悲嘆にくれる顔 お琴の手ほどきを受ける 日陰でひとやすみ佐藤・篠田会員 



 

 開催日 20年7月15日（火） 

 出席者 石塚美砂、小林一政、金雅炯、竹木伸子（つくば学園） 

     今泉智博、吉川雄飛、鶴町嘉泰（土浦南）    （出席率70％） 

 欠席者 野瀬祐太（つくば学園）飯田顕弘、酒井恵子（土浦南） 

 テーマ 「韓国料理について」 

 

 内 容 国際料理の調理例会で今回は韓国料理を作った。 

 

     キムチ小麺、チヂミ、韓国のお菓子の3点を調理した。 

 ゲスト 提唱ＲＣ  下村 正様、飯田正行様、塚原英夫様、田口幸男様 

     土浦南ＲＣ 橋本常夫様、染谷 誠様 

     真壁ＲＡＣ 山崎雅伸様 

     古河地区ＲＡＣ 土方信太郎様、中山道子様 

     オブザーバー 山端 恵様 

 成功点 ロータリアンとアクターの混成グループは思った以上に楽しかった。 

 反省点 例会開始時間が遅れたこと。 

 RC総評  これからの アジアを先行していくのは日本と韓国である。 
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 ローターアクト例会だより       例会場所  つくば市豊里公民館     

 ハイ、チーズ！（カメラマンに応えていただいた皆さん、ご協力ありがとうございました！）  

TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I. 

次回例会予告 

        ８月２日（土） きぬ幼稚園  「きぬ幼稚園 お祭りのお手伝い」 

                  

例会の様子 

 

モンゴルの歌声 

岡本・青山ソバ研修生 

踊るオジサン 

ケニアの研修生と田上会員 



  

４つのテスト４つのテスト 

１．真実かどうか１．真実かどうか            

２．みんなに公平か２．みんなに公平か        

３．好意と友情を深めるか３．好意と友情を深めるか  

４．みんなのためになるかどうか４．みんなのためになるかどうか  

つくば学園ロータリークラブ 
〒305-0047  

茨城県つくば市千現２丁目１番６つくば研究支援センターＡ２８ 

電話 029-858-0100          FAX  029-858-0101 

Email:gakuenrc@46gama.com 

 ７月２４日（木）休 会  （７/１９納涼会の振替） 

 ７月３１日（木）国際親善奨学生例会（オークラフロンティアホテルつくば） 
              ◇委員長事業計画発表 

              ◇会員誕生祝 ニコニコ大賞 

              ◇奨学生挨拶 07～08年度奨学生 浅井真康 様 

                     08～09年度奨学生 和田龍太 様 

 ホームページもご覧下さい 

 http://www.46gama.com/ 

   例会日   木曜日 １２：３０～１３：３０ 

   例会場   「オークラフロンティアホテルつくば」  

           つくば市吾妻１丁目１３６４－１ 

2008-09 Vol. 03-04 
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 プログラム 予告 

編集後記 
●移動例会が短期間のうちに続いたので、結構バテ気味なのは私だけではないはずだ。 

  このところの猛暑がさらに追い討ちをかけ、メタボな肥満体からイヤな汗が噴き出てくる。 

  先日のＪＩＣＡ研修生との交流パーティでのことだが私に良く似た体形の男性陣が多く、なぜか 

  話題がメタボリックとかコレステロールなんていう方面の話に花が咲き、お互いに突き出たお腹 

  を見せ合ってしまった。名刺を出され、今度はおまえがダッカのオレのところに来い、とマジな 

   顔で言われてしまった。ダッカかぁ、え？ダッカってドコでっか。    

  そういえば、チキンは大丈夫だけどビーフはダメとかいろいろ言ってた。チキンでもそんなにメタ 

  ボになるの？と尋ねたら、スパイスと油こってりな味付けや調理法がカラダによくない、というこ 

  とであった。宗教上の戒律もあるのだろうが、それにしてもわが家は仏教徒でよかったなぁ。 

●クラブ会報委員はカメラ片手に記録写真を撮らないといけないから、おいしそうな食事も落ち 

   着いて食べていることができないのがツライと感じていた。毎食腹八分目を目標にして運動を 

  心がけなさい、とドクターに言われたばっかりなんだから、もしかしてこの任務は減量に効果が  

  あるかもしれぬ。期待が膨らむ。 

●大きな地震が続き、改めて日本列島が地震帯の上にあることを実感させられる。我々も日頃 

  の備えと身辺の地震対策を自身の手で今一度再確認したいものである。 

友好クラブ 

京都山城ロータリークラブ 

（第2650地区） 

TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I. 

 てんやわんや（古すぎ？）しながらクラブ会報の発行をし始めて早くも３～４合併号の発

行となりました。基本的にはクラブの連絡・報告事項、同好会の行事案内、会員からの

投稿などを掲載した誌面作りを継承していきたいと考えています。そのうえで何よりも皆さんが読んで（見て？）楽しい、次の会報が早く見たい、

と思ってもらえるような内容、スタイルを模索しております。それには例会場の片隅、クラブ活動の隅々までにまんべんなくライトをあて、カメラ

を向けてつくば学園ＲＣのナマの姿としてクラブ会員全員の笑顔を会報に残して行きたい、発信していくのが良いのではないかと思っています。 

記事を書くだけの文章力、教養、品格その他のどれもがかなり丌足したクラブ会報委員長ですので今年度はキッパリあきらめてください。 

具体的には、ちょうど写真週刊誌みたいな誌面の感じと思っていただいたほうが気が楽です。内容のない記事もどきを私に書かせるくらいなら 

いっそ皆さんの投稿記事で誌面を埋めつくしてしまって下さい。ご理解ご協力をどうぞよろしくお願い申し上げます。 

                                                        08-09年度クラブ会報委員長  安藤栄敏 

  From  editor    クラブ会報委員会より 


